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3,000 ～ 5,000人に 1人の割合で合併）や100万人接種あたり 1人以下の割合で脳炎（麻疹に自


















　海外、特に米国では「ワクチンで防御することが可能な疾患（Vaccine Preventable Disease: 
VPD）」はワクチンで予防する、という概念が浸透している 5 ）。日本でもVPDに対するワクチ
ンを定期接種して予防する取り組みが進められてきているが、ムンプスに対しては、他の国々










































































［ 3 . ムンプス（流行性耳下腺炎、おたふくかぜ）について］
　ムンプスは、パラミクソウイルス科に属するRNAウイルスであるムンプスウイルスによる













































可能性のある者）は11 ～ 14で、麻疹（16 ～ 21）と風疹（ 7 ～ 9）の中間、水痘（ 8 ～ 10）


























































が、星野株、鳥居株ともに2,000 ～ 3,000接種あたり 1人の割合とされている 2 ）。公費負担によっ
て接種率が向上している三重県のデータでは、1歳で接種した場合、無菌性髄膜炎の発生率が












［ 5 . おわりに］
　我々の世代にとって、ムンプスはありふれた病気で、麻疹と同様一度は罹るものだと軽くみ
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